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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月1日(2009.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ

【化１】

（式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４のそれぞれは、独立して、Ｈ、非置換又は置換されているア
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ルキル、非置換又は置換されているアルケニル、非置換又は置換されているアルキニル、
非置換又は置換されているアリール、ハロゲン、置換されているシリル、ＸＲ６から選択
されるか；あるいは、Ｒ１及びＲ２、Ｒ２及びＲ３、Ｒ３及びＲ４の一つ以上が、それら
が結合する炭素原子と一緒になって、飽和又は不飽和の、非置換又は置換されている炭素
環又は複素環を形成し；
　Ｒ５は、ＯＲ７、ＳＲ７、ＮＲ７Ｒ８、非置換もしくは置換されているアルキル、非置
換もしくは置換されているアルケニル、非置換もしくは置換されているアルキニル又は非
置換もしくは置換されているアリールであり；
　Ｒ６は、置換されているシリル、非置換又は置換されているアルキル、非置換又は置換
されているアルケニル、非置換又は置換されているアルキニル、非置換又は置換されてい
るアリールであり；
　Ｒ７は、Ｈ、非置換又は置換されているアルキル、非置換又は置換されているアルケニ
ル、非置換又は置換されているアルキニル、非置換又は置換されているアリールであり；
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、ＮＲ８であり；
　Ｒ８は、Ｈ、非置換又は置換されているアルキル、非置換又は置換されているアルケニ
ル、非置換又は置換されているアルキニル、非置換又は置換されているアリールである）
のアザペリレン有機半導体を含む半導体素子又は半導体要素含有素子。
【請求項２】
　式Ｉ中、
　各アルキルが、Ｏ、Ｓ、ＣＯＯ、ＯＣＮＲ１０、ＯＣＯＯ、ＯＣＯＮＲ１０、ＮＲ１０
ＣＮＲ１０又はＮＲ１０（Ｒ１０は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ12アルキル、Ｃ4～Ｃ12シクロアルキル
である）によって中断されていてもよいＣ1～Ｃ22から選択され；
　各アリールが、Ｏ、Ｎ及びＳから選択される１又は２個のヘテロ原子を環構造の一部と
して含有していてもよいＣ4～Ｃ18芳香族基から選択され、好ましいアリールが、フェニ
ル、ナフチル、ピリジル、テトラヒドロナフチル、フリル、チエニル、ピリル、キノリル
、イソキノリル、アントラキニル、アントラシル、フェナントリル、ピレニル、ベンゾチ
アゾリル、ベンゾイソチアゾリル、ベンゾチエニルから選択され；置換基は、存在する場
合、炭素原子に結合し、Ｃ1～Ｃ22アルコキシ、Ｃ1～Ｃ22アルキル、Ｃ4～Ｃ12シクロア
ルコキシ、Ｃ4～Ｃ12シクロアルキル、ＯＨ、ハロゲン、フェニル、ナフチルから選択さ
れ；飽和炭素がオキソ（＝Ｏ）によって置換されていてもよく、隣接する２個の置換基が
、それぞれの水素原子の削減によって連結していてもよい、請求項１記載の半導体素子。
【請求項３】
　式Ｉの化合物が、構造III
【化２】

（式中、
　Ｒは、独立して、Ｈ、ハロゲン、ＯＨ、非置換又は置換されているアルキル、非置換又
は置換されているアルコキシ、非置換又は置換されているアルキルチオ、非置換又は置換
されているアリールであり、
　Ｒ７は、独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル又はアルキニル、特にアルキルであり、
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　好ましくは、Ｒ及びＲ７の少なくとも一つが、Ｃ4～Ｃ22アルキル、Ｃ10～Ｃ22フェニ
ルアルキル又は脂肪族部分がＯ、Ｓ、ＮＲ１０、ＣＯＯ、ＯＣＮＲ１０、ＯＣＯＯ、ＯＣ
ＯＮＲ１０、ＮＲ１０ＣＮＲ１０によって中断されている前記残基から選択される）
に当てはまる、請求項２記載の半導体素子。
【請求項４】
　ダイオード、有機電界効果トランジスター又はダイオード及び／もしくは有機電界効果
トランジスタを含む素子である、請求項１記載の半導体素子。
【請求項５】
　Ｒ１～Ｒ７の少なくとも一つが炭素原子４個以上のアルキル又はアルキレン鎖を含み、
特に、Ｒ１～Ｒ７の一つ又は二つが、Ｃ4～Ｃ22アルキル、Ｃ10～Ｃ22フェニルアルキル
から選択される残基又は脂肪族部分がＯ、Ｓ、ＮＲ１０、ＣＯＯ、ＯＣＮＲ１０、ＯＣＯ
Ｏ、ＯＣＯＮＲ１０、ＮＲ１０ＣＮＲ１０によって中断されている前記残基を含む請求項
１の式Ｉのアザペリレン化合物の有機溶媒溶液を適当な基材に塗布し、前記溶媒を除去す
ることを含む、有機半導体素子を調製する方法。
【請求項６】
　有機半導体素子を調製する方法であって、式II′
【化３】

（式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、請求項１の式Ｉで定義したとおりであり、
　ＸはＯであり、
　Ｒ′は、Ｈ、非置換又は置換されているアルキル、非置換又は置換されているアリール
である）
のアザペリレン前駆体を６０～５００℃の範囲の温度で加熱することを含む方法。
【請求項７】
　式Ｉ′
【化４】

（式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４のそれぞれは、独立して、Ｈ、非置換又は置換されているア
ルキル、非置換又は置換されているアルケニル、非置換又は置換されているアルキニル、
非置換又は置換されているアリール、ハロゲン、Ｓi（Ｒ１１）3、ＸＲ６であるか；ある
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いはＲ１とＲ２、Ｒ２とＲ３、Ｒ３とＲ４の一つ以上が、それらが結合する炭素原子と一
緒になって、飽和又は不飽和の、非置換又は置換されている炭素環又は複素環を形成し；
　Ｒ５は、Ｈ、ＯＲ７、ＳＲ７、ＮＲ７Ｒ８、非置換もしくは置換されているアルキル、
非置換もしくは置換されているアルケニル、非置換もしくは置換されているアルキニル又
は非置換もしくは置換されているアリールであり；
　Ｒ６は、Ｓi（Ｒ１１）3、非置換又は置換されているアルキル、非置換又は置換されて
いるアルケニル、非置換又は置換されているアルキニル、非置換又は置換されているアリ
ールであり；
　Ｒ７は、Ｈ、非置換又は置換されているアルキル、非置換又は置換されているアルケニ
ル、非置換又は置換されているアルキニル、非置換又は置換されているアリールであり；
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、ＮＲ８であり；
　Ｒ８は、Ｈ、非置換又は置換されているアルキル、非置換又は置換されているアルケニ
ル、非置換又は置換されているアルキニル、非置換又は置換されているアリールであり、
　Ｒ１１は、Ｃ1～Ｃ20アルキル又はＣ1～Ｃ20アルコキシであり、
　ただし、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ７の少なくとも一つが、Ｃ4～Ｃ22アルキ
ル、Ｃ10～Ｃ22フェニルアルキル又はＯ、Ｓ、ＮＲ１０、ＣＯＯ、ＯＣＮＲ１０、ＯＣＯ
Ｏ、ＯＣＯＮＲ１０、ＮＲ１０ＣＮＲ１０によって中断されている前記残基である）
の化合物。
【請求項８】
　有機電界効果トランジスタの調製又は動作のための有機半導体としてのアザペリレン類
又はその前駆体の使用。
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